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少しでも良い情報を求めて
　本連載のメッセージをまとめるなら，何といっ
ても，手間を惜しまず辞書を引くこと。①英和の
ほかに英英も，②学習者用だけでなく母語話者用
も，③紙の辞書も，④旧版も，⑤同系列の類似辞
書も，積極的に調べていくと「一歩進んだ」理解
に近づきます。駆け足で順に見ていきましょう。
　①例えば juxtaposeという語。英和の訳語だと 
「並置する」 などと摑み所がないですが， Oxford 
Advanced Learner’s Dictionary （OALD） は . . . to 
show a contrast or a new relationshipと解説。
ただ並べるだけではなく，鮮烈な対比や意外な取
り合わせがある状況を表すのに向くわけです。
　② orthogonal to . . .という表現をご存じですか。
数学的な 「直交」 から転じて 「…と無関係」 のよう
な意味で使われますが，多くの辞書で未採録。し
かし大型の American Heritage Dictionaryに当た
ればVery different or unrelated; sharply divergent
という端的な説明に実例まで添えられています。
　③アプリなどで利用できない辞書もわざわざ紙
で引くだけの価値があります（☞欄外）。「allude
＝ほのめかす」 でOKですか。Chambers Essen-
tial English Dictionaryはmention ［something］ 
while talking of something elseという用法も指
摘。たしかに as alluded to briefly at the begin-
ning of this chapter（本章の冒頭で軽く触れたよう
に）のような表現は頻出です。また，この辞書は
substantialの意味をなんと 6 つに分けて丁寧に
説明しています。
　パーツから意味が推測できそうな語は辞書の扱
いが手薄になりますが，そこで役立つのが NTC’s 
American English Learner’s Dictionary。すべて
の語義に用例を複数載せるという徹底した辞書で
す。rednessも unbaptizedも incurablyも，もれ
なく複数載っています。しかも rednessでは目の
充血に関する例を挙げ，痛み・腫れを伴う症状の

描写に使われやすいという傾向を反映しています。
　ウェブ上での検索サービスが最近終了した
Macmillan English Dictionary for Advanced Learn-
ers （MEDAL） も秀逸な説明が多く，手放せません。
例えば 「類似した」 の訳語で済まされがちな analo-
gousは，similar to another situation, process 
etc. so that the same things are true of or relevant 
to bothと踏み込みます。この説明の通り，analo-
gousが使われやすいのは「限られた情報に基づ
いて選択を迫られる状況がポーカーに似ている
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」
など，類推が効いて理解が促される状況なのです。
　④新しい辞書ほど良いとは限りません。旧版に
あった有益な情報が改訂の際に削られるケースは
無数にあります。学術的文章に出てくる形容詞
degenerateをOALDの6～ 9版は having returned 
to a simple structure; lacking ［something］ that is 
usually presentと的確に記述していますが，10版
でごっそり削除。同じく新旧のOALDで adjacent
を比較すると， 最新の10版では （of an area, a build-
ing, a room, etc.） といった情報が消えています。
　⑤カシオ EX-wordの上位モデルは同系列の
Oxford Dictionary of English （ODE） とNew Ox-
ford American Dictionary （NOAD） の両方を搭載
しており，物

もの

書
かき

堂
どう

アプリでは COBUILDが英語
版も米語版も利用可能。どちらか一方を見れば十
分なようにも思えますが，微妙な差異に注目する
と学びが（そして宝探し的な楽しさも）得られます。
　例えば celebrityは NOADだと単に a famous 
personですが，ODEは especially in entertain-
ment or sportと続けます。quicheもODEにのみ
usually eaten coldという補足が。逆に NOADの
方は killjoyに through resentful or overly sober 
behaviorと突っ込んだ解説があるほか，ODEだ
と扱いが極めて貧相な plainlyは 8行も費やして
細やかに記述しています。
　米語版 COBUILDの dirty lookには Jack was 
being a real pain. Michael gave him a dirty look 
and walked out.の例がありますが，英語版では
前半の文脈が抜けている。逆に delveは多義の解
説も用例数も，英語版が米語版を圧倒しています。
　英語を見つめて丁寧に調べれば，豊かな情報が
手に入ります。皆さんの学習や教育が辞書の活用
で一層充実することを切に願っています。

＊�本 誌 p.�26 の function を 扱 う 辞 書 は ま れ で す が，
MEDAL を引けば to�do�all�the�things�you�normally�
do:�Some patients cannot function without their 
drugs. と的確です。さすが！
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